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環境・利用部会参考資料 

（ダムに関する環境影響評価書等） 

 

◆資料収集の経緯 

第１回環境・利用部会後に開かれた部会長、部会長代理、検討班リーダーの打合せにおいて、

「今後の検討にあたって、参考的な資料として現在計画中のダムに関する環境影響評価書また

はそれに準ずる資料を河川管理者に提出して頂く」ことが決まり、庶務より河川管理者に依頼

したところ、下記の資料が集まりました。 

次頁以降に、下記資料の目次等を掲載しています。 

 

現在集まっている資料一覧 

資料名 作成時期 作成主体 資料掲載該当頁 

丹生ダム周辺の自

然環境（中間報告） 
平成 13 年 12 月 

水資源開発公団 

丹生ダム建設所 

目次∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p. 3 

2.環境保全対策検討の基本的な 

進め方∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p. 4 

3.調査概要∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p. 5 

丹生ダム周辺の自

然環境（中間報告） 

概要版 

平成 13 年 12 月 
水資源開発公団 

丹生ダム建設所 
 

淀川高時川ダム建

設事業（丹生ダム） 

環境影響評価書 

平成 3 年 1 月 近畿地方建設局 

目次∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p. 7 

3 章 環境影響要因の把握及び 

現状調査を行う環境要素 

の設定 ∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p. 9 

大戸川流域の環境

について 
平成 15 年 2 月 

近畿地方整備局 

大戸川ダム工事事

務所 

目次∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p.11 

Ⅰ 既往の調査状況∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p.13 

川上ダム建設に伴

う環境影響評価書 
平成 4 年 6 月 三重県土木部 

目次∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p.15 

3 章 環境影響要因の把握及び 

現状調査を行う環境要素 

の設定∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p.24 

猪名川総合開発事

業余野川ダムにつ

いて 

平成 6 年 9 月 

近畿地方建設局 

猪名川総合開発工

事事務所 

目次∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p.25 

3.環境の現状と見通し 

1)環境調査の概要∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ p.28 

 

淀川水系流域委員会 

第 19 回委員会（H15.3.27） 

第 2回テーマ別部会共通（H15.3.27）
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